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はじめに 

 

清泉女子大学附属図書館は、和書・洋書あわせて約 37 万冊、雑誌や視聴覚資料は約 2 万

4 千点所蔵しています。これら膨大な資料の中から、必要な資料を探し当てるために多くの

時間と労力を費やしたにもかかわらず、目的の資料に辿り着けないことがあるかもしれま

せん。 

 そこで、図書館では館内の資料が、どこに、どのような状態で保存されているのかを、

ひと目で探し出せる蔵書検索システムを備えています。ウェブ上から検索ができるので“い

つでも、どこからでも”図書館にある資料を探すことができます。 

図書館の資料は、授業の課題やレポート、卒業論文の執筆に役立つのはもちろんのこと、

就職活動や趣味の本まで幅広く取り揃えています。この冊子は、そうした資料をみなさん

がいつでも簡単に利用できることを目的として作られています。 

また、「清泉女子大学附属図書館にない資料を、どのように入手するの？」といった疑問

や、他機関の検索システムの利用方法も紹介しています。 

 

 図書館のホームページには、図書館が契約している清泉女子大学のみ利用できる様々な

有用サイトを掲載しています。みなさんの《お気に入り》となるようなサイトも紹介して

いますので、この冊子を使って利用方法をマスターして、学修に役立ててください。 

その他、学生生活に必要なサイトもジャンル別に掲載しています。ぜひ一度覗いてみて

ください。そしてそれらを上手に活用して、これからの学生生活を有意義なものにしてく

ださい。 
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図書館は、みんなが使う共有の場所です 

マナーを守って利用しましょう！ 

1．図書館の使い方を知ろう！ 
   

 

 

 

 

1）入館と退館 

  入館・退館時には、学生証が必要です。 

図書館を利用する際は、必ず学生証を携帯しましょう。 

2）貸出 

   読みたい本が見つかったら、学生証と本を持って 

図書館カウンターで借りましょう。 

貸出冊数と期間 

学年 冊数 期間 

1～3年次生 20 冊 2 週間 

4 年次生 20 冊 1 ヶ月 

大学院生 30 冊 1 ヶ月 

科目等履修生 

聴講生・研究生 
10 冊 2 週間 

      ※ 一部借りられる期間が異なる本があります。 

  3）返却 

   借りた本は、館内の返本台や書架には戻さず、図書館カウンター前の 

返却図書ワゴンに返しましょう。 

※ 研究室、研究所、センターで借りた本は、借りた場所にお返しください。 

   図書館の閉館後は、1号館から図書館に入る入口横のブックポストをご利用

ください。 

 

返却期限を守りましょう！ 

返却期限から過ぎた日数分、本を借りることができなくなります。 

  

 4）延長と予約 

【延長（更新）】 

   借りた本をもっと長く読みたい場合、他に予約している方がいなければ 

返却期限を延長することができます。 

図書館ホームページの[マイライブラリ]から延長手続きをしてください。 
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困ったことがあったら… 

図書館カウンターにお尋ねください！ 

なお延長回数は、2回までとなります。 

   「マイライブラリ」から手続きできない場合は、延長したい本を持って、 

図書館カウンターまでお越しください。 

 

    【予約】 

  読みたい本が借りられている場合、その本を予約することができます。 

 

※ 延長と予約の詳細は、p.10 をご覧ください。 

 

5）借りることができない資料 

①  雑誌 

②  新聞 

③  DVD などの AV資料 

④  禁帯出および館内シールの貼ってある資料 

    

［禁帯出シール］  ［館内シール］ 

 

※  雑誌や新聞、辞書・事典などは、必要な箇所をコピーしてご利用ください。 

  （ただし著作権法上、最新号の雑誌・新聞のコピーはできません。） 

 

＜ 禁止事項 ＞ 

     ・ 館内での飲食 

      【飲食した場合は、図書館が利用できなくなります】 

     ・ 携帯電話の通話（携帯電話はマナーモードにしてください。） 

     ・ 大声でのおしゃべり 

     ・ 館内での撮影（撮影を希望する場合は、事前にカウンターにご相談ください） 
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2．図書館のホームページを開こう！ 

 

1）PCを立ち上げ、ブラウザを起動します。 

2）Google 等の検索エンジンから「清泉女子大学附属図書館」を検索します。 

または、https://campus.seisen-u.ac.jp/ より【附属図書館サイトへ】を 

クリックします。 

 

 

3）まず、図書館トップページの［ニュース］を確認しましょう。 

 

 

※ スマートフォンからも、図書館の蔵書検索や開館カレンダー、マイライブラリが 

利用可能です。 

アクセス URL : https://www.seisen-u.ac.jp/library/ 

 

清泉女子大学附属図書館の QR コード 

 

ここをクリック 
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3．清泉女子大学にある本や雑誌を探す 

＜清泉女子大学蔵書検索（OPAC）＞  

1）図書館トップページの 清泉 OPAC（蔵書検索）のボックスに調べたいキーワードを

入力します。 

 

※ 詳細検索の使い方 

 

タイトルや著者がわかっている場合は、詳細検索で タイトル や 編著者名 の欄に

入力して検索しましょう！ 

 

 

 

OPAC とは?  

Online Public Access Catalog の略で、「オパック」または、 

「オーパック」と読みます。   

その図書館のオンライン蔵書検索システムのことをいいます。 

 

キーワードを入力 

詳細検索はこちら 

タイトルや著者名で 

検索を行なうと、 

絞り込んだ検索ができます 
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2）検索結果一覧の表示画面 

 

 

3）見たい本のタイトルをクリックして開き、詳細な内容を表示します。 

 

 

書名 ・ 著者名 ・ 所在 ・ 請求記号 ・ 資料 ID 

     をメモして本を探しに行きましょう！ 

書架の本は、請求記号順に左から右へ並んでいます。 

 

   

  同じ分類番号(P.8 参照)の本は、左から右に下図のように並んでいます。 

 

・  ・・・ 

 

 

     請求記号の 1段目が同じ場合は、      2 段目が数字の本の後に、著者記号 

     2 段目が数字の本が先に並んでいます。   （アルファベット）の本が並びます。 

 

190 

 2 

   

190 

B71 

 

190 

1 

 1 

190 

1 

 2       

190 

A28 

  

所  在：本の置き場所 

請求記号：本に貼られた背ラベル 

資料 ID ：本に貼られたバーコード 

貸出区分：通常は「一般」です。「禁帯出」

の場合は貸出できません。 

状  況：貸出中の場合は返却予定日が 

入っています。 
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日本語の図書は、NDC（日本十進分類法）※１順に並んでいます。 

   日本語の雑誌は、雑誌名の五十音順に並んでいます。 

   外国語の図書は、DDC（デューイ十進分類法）※２順に並んでいます。 

   外国語の雑誌は、雑誌名のアルファベット順に並んでいます。 

 

【図書館】 ＜和書・文庫・新書＞ 

  ２F    １００哲学 ２００歴史 文庫はシリーズ毎、新書は NDC順に並んでいま

す。ネットワーク＆プログラミングコーナーがあります。 

大型本は、大型本コーナーに並んでいます。 

 

【図書館】 ＜参考図書・指定図書コーナー・新聞・最新号の雑誌など＞ 

１F    ０００総記（080 以前） 参考図書は、分野別に並んでいます。  

新聞、雑誌、指定図書、資格・ガイド本、データサイエンス、百科事典、 

小事典、年鑑白書は各コーナーに並んでいます。 

 

【図書館】 ＜和書＞ 

  B1F     ３００社会科学 ４００自然科学 ５００技術・工学  ６００産業 

   ７００芸術 ８００言語 ９００文学（917 箴言.アフォリズム.寸言まで） 

            大型本は、大型本コーナーに並んでいます。 

 

【図書館】 ＜和書・和雑誌・紀要＞ 

B2F    ０００総記（080 以降）９００文学（918 日本文学作品集 以降） 

      和雑誌は、誌名の五十音順に並んでいます。 

            紀要は、発行機関名の五十音順に並んでいます。 

 

【洋書庫】 ＜スペイン語図書・洋雑誌・中国語図書＞ 

  B1F     スペイン語図書は、DDC 順に並んでいます。 

         洋雑誌は、スペイン語とスペイン語以外の外国語にわかれて、 

誌名のアルファベット順に並んでいます。 

中国語図書は、NDC順に並んでいます。 

 

【洋書庫】 ＜スペイン語以外の洋図書・中国語雑誌＞ 

  B2F         スペイン語以外の洋図書は、DDC 順に並んでいます。 

         中国語雑誌は、誌名の五十音順に並んでいます。 
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【本の背ラベル】 

             本の背表紙に貼付されている背ラベルの１段目は、 

       和書 → 日本十進分類法 （ 洋書 → デューイ十進分類法 ） 

       に基づいて付与されています。 

 

※1 日本十進分類法（新訂 10 版） 

第１次区分は、下記のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

詳しい分類は、図書館内の日本十進分類法綱目表をご覧ください。 

 

※2 デューイ十進分類法（23rd edition） 

第１次区分は、下記の通りです。 

 ０  Computer science, information & general works 

 １  Philosophy & psychology 

 ２  Religion 

 ３  Social sciences 

 ４  Language 

 ５  Science 

 ６  Technology 

 ７  Arts & recreation 

 ８  Literature 

 ９  History & geography 

詳しい分類は、洋書庫地下 2階のデューイ十進分類法綱目表をご覧ください。 

０ 総記 

１ 哲学 

２ 歴史 

３ 社会科学 

４ 自然科学 

５ 技術 

６ 産業 

７ 芸術 

８ 言語 

９ 文学 

913.6 

 

Ki81 

 

 

下図の場合は、先頭が９なので、 

文学の分野の本となります。 
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4．マイライブラリ 

 マイライブラリは、図書館の自分専用ページです。大学で発行された 

清泉アカウント（ログイン名）とパスワードでログインすれば、 

図書館の様々なサービスを受けることができます。 

 

1）図書館トップページの［マイライブラリ］をクリックします。 

 

 

2）ログイン名とパスワードで、マイライブラリにログインします。 

 

 

＜主な機能＞ 

a)   自分が現在借りている本を確認することができます。 

※ 借りている本の返却期限を延長することができます。 

b)   予約した本の状況を知ることができます。 

c)   これまで借りた本の履歴を確認することができます。 

d)   連絡用のメールアドレスを設定することができます。 

e)   図書館の蔵書検索の結果を保存することができます。 
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a) 自分が現在借りている本の返却期限を、確認することができます。 

※ 延長する場合は、右下の［延長する］をクリックしてください。 

なお、延長は 1冊の本に２回までしかできません。それ以上の延長を希望する場合

は、本を持参して図書館カウンターで手続きをしてください。 

 

 

b) 貸出中の本を予約する場合 

  b-1) OPAC で検索した本が貸出中の場合、予約をクリックし、ログイン名とパスワードで 

ログイン後、予約入力画面に進みます。 

※ 本が返却されると、大学登録のメールアドレスにメールが送信されます。 

    ※ 大学登録のメールアドレス以外の連絡先にも知らせてほしい場合は、 

連絡先欄に、メールアドレスや電話番号などを入力してください。 

 

返却日を守りましょう！ 

連絡先はここに入力 

してください 

予約をクリックして、

予約の申込みをする。 
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  b-2) 予約した本が返却されると、マイライブラリに表示されます。 

 

 

c) これまで借りた本の履歴を確認することができます。 

   履歴の[借りた資料の履歴]をクリックすると、これまで借りた本の履歴を確認する 

ことができます。 

 

 

d) 図書館からの連絡用のメールアドレスを設定することができます。 

  d-1) 個人設定の[メールアドレスの変更]をクリックする。 

 

返却された資料は 

７日間貸出カウンターに

取り置きます。 

借りた本の履歴を 

確認することができます 
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 d-2) [メールアドレス]の欄に、自分のメールアドレスを入力し、[変更]をクリックする。 

 

 

※ メールアドレスを登録しておくと、返却期限のお知らせや予約本返却など、 

図書館から必要な連絡をもらうことができます。 

  なお、portal@seisen-u.ac.jp からのメールを受信可能に設定しておいてください。 

 

e) 蔵書検索した結果を保存することができます。 

 e-1) OPAC で検索した結果をブックマークに登録する。 

 

 

[登録]をクリックする 
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e-2) マイライブラリにログインし、ブックマークに登録した資料を編集する。 

  ［編集］をクリックすると［ブックマークを編集］のポップアップ画面が表示される 

ので［リストを選択］の「＞」マークをクリックする。 

 

e-3) 「リストを選択」画面でブックマークへ追加した資料をリスト分けすることが 

できます。 

 

 

 

登録したブックマークに 

名前を付けることができます。 

「新しいリストの作成」にリスト

名を入力し、「作成」をクリック 
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5．電子ブックを活用する 

＜Maruzen eBook Library（電子ブック）＞ 

（学外からの利用は、p.41 を参照） 

 丸善雄松堂が提供する電子書籍配信サービスです。本学図書館で  

 契約した電子書籍の全文を学内・学外で読むことができます。 

 

1）図書館トップページ [調べる・探す] -［本・雑誌］から入ります。 

 

 

2）[本・雑誌]の中から ［Maruzen eBook Library］をクリックします。 

 
 

3）[Maruzen eBook Library]のトップページが開いたら、[購読契約しているタイトルから

検索]が選択されていることを確認し、検索ボックスに、検索語を入力します。 
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4）検索結果の一覧が表示されたら、読みたい本のタイトルをクリックします。 

  詳細ページが開いたら、[閲覧]をクリックします。 

 

 

5）本の全文を閲覧することができる画面が開きます。 

  最大 60 ページまで、印刷または PDF にダウンロードすることが可能です。 

読みたいと思った章単位で PDF にダウンロードして読むようにしましょう。 

 

 

6） 注意事項を一読のうえ、［実行］をクリックします。   

 

※注意事項に記載されている禁じられた行為をした場合、eBook の利用を停止されたり、 

  大学との契約が解除されることがありますので、絶対に行わないでください。 
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7）メールアドレス 2 ヶ所に、@seisen-u.ac.jp のメールアドレスを入力し、その下の同意事項 

   のチェックボックスにチェックをいれて、［送信］をクリックします。 

 

 

8） メールアドレスに送られてきた、6 桁の認証コードを入力し、［送信］をクリックします。 

 

 

9） ダウンロードしたいページ数を指定して、[実行]をクリックします。 

 

  Maruzen eBook Library は、同時アクセス数に限りがあります。 

   本の閲覧が終了したら、右上の[閲覧終了]ボタンをクリックして終了してください。 
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6．品川区立図書館の本を探す 

＜ふうの木ねっと（品川区立図書館）＞ 

 清泉女子大学附属図書館では、品川区立図書館と提携しており、  

 大学に居ながら、品川区立図書館の本を借りることができます。 

 この図書館ネットワークを「ふうの木ねっと」と呼んでいます。 

 

1）図書館トップページの［ふうの木ねっと］をクリックします。 

 

 

2）利用事項を読んで、一番下の [品川区立図書館] からアクセスします。 
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3）品川区立図書館ホームページを開き、[かんたん蔵書検索] に検索語を入力します。 

 

 

4）検索結果の一覧が表示されたら、読みたい本のタイトルをクリックします。 

 

 



19 
 

5）図書館内にある緑色の申込用紙［ふうの木ねっと利用申込書］に書名と著者名、 

学籍番号や氏名、連絡方法等を記入し、図書館カウンターに提出します。 

 

 

 
 

  「ふうの木ねっと」の本は、2 冊 3 週間借りることができます。 

 

■ 清泉の図書館で借りた品川区立図書館の本は、必ず清泉の図書館カウン 

ターに返却してください。 

■ 「ふうの木ねっと」の本は、毎週木曜日に到着します。 

 

※ ご不明な点がありましたら、図書館カウンターにお尋ねください。 
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7．他の大学図書館が持っている本や雑誌を探す 

 

＜CiNii Books（サイニィ ブックス）＞ 

  日本国内の大学図書館などで持っている本や雑誌がほぼ網羅されています。 

 （清泉 OPAC で見つからなかった場合はこちらで検索しましょう。）  

 

1）図書館トップページ [調べる・探す] -［本・雑誌］から入ります。 

 

 

2）上から 2 番目の ［CiNii Books］をクリックします。 

 

 

 

ここに検索語を入力し 

[検索]をクリックします 
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3）見たい本のタイトルをクリックすると、本の情報が表示されます。 

また、本を所蔵している大学図書館の一覧も合わせて表示されます。 

 

 

清泉女子大学附属図書館に探している資料が無い場合は、CiNii Books で検索した 

結果をもとに、 

  他大学へ行って資料を閲覧する [本・雑誌] ⇒ 紹介状発行申込み 

※ 紹介状の発行が必要 

※ 日本カトリック大学連盟加盟校および相互利用協定校は、紹介状なしで 

図書館（閲覧・複写）を利用できます。 

  清泉の図書館で他大学の本を閲覧する [本] ⇒ 相互貸借申込み  

   ※ 本を取り寄せるための往復の送料は申込者の負担となります。 

  論文を複写してもらう [雑誌] ⇒ 文献複写申込み 

   ※ 複写物を取り寄せるための送料と複写料は申込者の負担となります。 

というサービスがあります。 

 

 

 

 

 

詳細は、図書館ホームページの「各種申込み」から 

確認してください。 

また、資料を見つけることができなかった場合は、 

図書館カウンターに相談しましょう！ 
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8．本を探す  

 

8-1．＜東京都立図書館＞ 

 東京都内の公立図書館の横断検索ができます。 

探している本を持っている図書館が一目でわかります。     

 

1）東京都立図書館のホームページへは、[調べる・探す] -［図書館・機関リンク］ 

から入ります。 

 

 

2）［図書館］を選んで、［東京都立図書館］をクリックします。 
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3）東京都立図書館のホームページ 

 
蔵書検索 

－ 中央図書館、多摩図書館の 2館の蔵書を検索できます。 

 広尾にある中央図書館は、主に図書資料と様々な相談の窓口として、 

都立図書館の中心的な図書館です。 

西国分寺にある多摩図書館は、雑誌資料を中心に収集しています。 

かなり古い資料も創刊号から収集していますので、入手困難な雑誌は 

ぜひ多摩図書館で探してみてください。 

※ 都立図書館は、個人への貸出は行っていません。 

都内図書館統合検索 

－ 東京都内に点在する区立や市町村立の公立図書館などを、横断検索することが    

できます。 

※ 公立図書館の資料の詳細につきましては、お近くの公立図書館に 

お問い合わせください。 

 

   

 

   【公立図書館】 

       本学図書館と提携している品川区立図書館をはじめ、各自治体が 

運営する公立図書館は、様々なサービスを展開しています。 

お近くの公立図書館にぜひ足を運んでみてください。 

ちなみに、品川区立図書館はどなたでも利用カードを作成できます。 
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8-2．＜国立国会図書館蔵書検索（NDL SEARCH）＞ 

 国立国会図書館所蔵の本や雑誌、雑誌論文などの検索ができます。           

 （国立国会図書館は、満 18歳以上であればどなたでも利用できます。）  

 

1）図書館トップページ [調べる・探す] -［本・雑誌］-［国立国会図書館サーチ］を 

クリックします。 

 

 

2）詳細検索画面で、調べたい資料のキーワードを入れて検索を行います。 

 

3）検索結果一覧の画面が表示されます。 
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4）資料を閲覧するには以下の方法があります。 

①「インターネットで読める」のタグがついているもの 

 国立国会図書館や全国の図書館の所蔵資料等のうちインターネットで読むことが 

できる資料です。閲覧できるものは以下の 3つに分かれています。 

a. 誰でも閲覧できるもの※ 

b. 本学図書館内の専用端末で閲覧できるもの※ 

c. 国会図書館内の専用端末で閲覧できるもの 

②「国立国会図書館」のタグがついているもの 

    国立国会図書館で資料を閲覧してください。国立国会図書館は、東京本館・関西館・

国際子ども図書館があります。詳細画面の絞り込み項目で所蔵館を選択することが

できます。 

③「全国の図書館」のタグがついている資料は、図書館カウンターにご相談ください。 

 

※「インターネットで読める」もので、aと bのみに限定する場合 

検索画面(p.26)で「絞り込み条件」をクリックし、「項目追加」から「インターネット

閲覧」にチェック。 
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「ログインなしで閲覧可能」および「送信サービスで閲覧可能」にチェックを入れて検索

してください。 

 

 

5) 国立国会図書館の「利用者登録」について 

「利用者登録」をすると、国立国会図書館の書庫資料やデジタルコレクションで公開し 

ている絶版資料を閲覧できる他、論文の複写物を郵送で自宅に送ってもらうことができ 

ます。複写料金は、A4 サイズ（白黒）1枚 27.5 円（税込）・発送事務手数料 275 円です。 

登録方法は、国立立国会図書館ホームページ「利用者登録」をご確認ください。 
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9．学術論文・雑誌記事を探す  

 

9-1．＜CiNii Research（サイニィ リサーチ）＞ 

   国立国会図書館の雑誌記事索引や大学等が発行している研究紀要および   

   国内の学協会の学術雑誌の記事検索のほか、各大学所蔵の本を一括で             

   検索することができます。本文を閲覧できる論文もあります。  

 

1）図書館トップページ［調べる・探す］-［論文・雑誌記事］-［CiNii Research］を 

   クリックします。 

 

 

2）検索したいキーワードを入力し、[検索] をクリックします。 

 

 

3）検索結果の一覧が表示されて、論文や本の検索結果件数が一目でわかります。 
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4）検索結果は、論文 と 本 が一緒に表示されます。 

 

5）論文名や本のタイトルをクリックすると詳細表示を開きます。 

 

 

◎ 詳細表示にて、 ［DOI］と表示されている場合、クリックすると本文を表示するサイト

に移行し、「PDF ダウンロード」から論文の本文が PDF ファイルで閲覧できます。 

 

 

  

        

機関リポジトリとは？ 

［CiNii］を検索していると、［機関リポジトリ］という表示を目にします。 

これは、各大学が無料で論文などの学術情報を公開しているサイトへのリンクを 

表示しているものです。リンクを辿ると、本文を閲覧することができます。 

 

 

 

 

論 文

本 
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論文の本文へのリンクが無い場合は、下記をメモし、清泉女子大学蔵書検索（OPAC）で 

清泉に探している論文が掲載された雑誌があるか検索してください。 

● 論文名 

● 著者名 

● 雑誌名 

● 出版社 

● 巻号・年月日 

● ページ 

● ISSN 

 

 

OPAC で検索する場合は、必ず 雑誌名 を入れて検索してください。 

※ 同じタイトルの雑誌がある場合は、ISSN を入力して検索すると絞り込みができて便利です。 

     (少数ですが、ISSN のない雑誌もあります。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 清泉女子大学蔵書検索（OPAC）の雑誌所蔵の見方 

 

 

■ 所蔵巻号は、図書館で所蔵している雑誌の巻号を記載したものです。 

所蔵巻号後ろの「+」は、継続して受け入れていることを示す記号です。 

■ 所蔵年は、図書館で所蔵している雑誌の年号範囲を記載したものです。 

「受入継続」が「継続中」

の場合、最新号の受入を

しています。 
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10． 新聞記事を探す  

図書館では、以下の新聞をデータベース（電子記事）で読むことができます。 

【国内の新聞】 

・朝日新聞（朝日新聞クロスサーチ） 

・読売新聞（ヨミダス） 

・毎日新聞（毎索） 

・日本経済新聞（日経バリューサーチ） 

・琉球新報 

・沖縄タイムス 

【海外の新聞】 

 ・The Times Digital Archive 1785-2014 

 

10-1．＜朝日新聞クロスサーチ（朝日新聞データベース）＞ 

（学外からの利用は、p.41 を参照） 

  1879 年（明治 12 年）創刊以降の朝日新聞記事全文や『AERA』、    

  『週刊朝日』、『知恵蔵』の記事、各界の著名人の人物検索ができます。        

 

1）図書館トップページ［調べる・探す］－［新聞記事］－ 

 [朝日新聞クロスサーチ（朝日新聞データベース）]をクリックします。 
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2）［朝日新聞クロスサーチ］が開いたら、1985 年以降の記事を検索したい場合は、 

検索ボックスに調べたいキーワードを入力し、[横断検索]をクリックします。 

 

■ 1879 年～1999 年の記事 ・ 現代用語 ・ 人物などを見たい場合は、 

左側のタブで切り替えて利用してください。 

 

3）検索結果の一覧が表示されるので、見たい記事をクリックします。 

   検索結果は、コンテンツ別と適合度順の 2種類から検索結果を一覧できます。 

 

 

 

 

 

見たい項目は、 

タブで切り替えます 
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4) 記事をクリックすると、発行日や掲載面、文字数などの情報と記事全文が表示されます。 

 

 

※ 記事によっては、PDF ファイル形式の切り抜きイメージで見ることができます。 

 

 

 

 

※ 終了する場合は、トップページ右上の［ログアウト］をクリックして終了して 

ください。 

 

 

新聞の切り抜き

イメージ！ 
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 10-2．＜ヨミダス（読売新聞データベース）＞ 

（学外からの利用は、p.41 を参照） 

    1874 年（明治 7年）創刊号から当日までの読売新聞 と 1989 年（平成元年） 

    9 月からの The Japan News（英字新聞）が収録されています。  

 

1）図書館トップページ［調べる・探す］‐ [新聞記事] ‐ 

    [読売新聞データベース（ヨミダス）] をクリックします。 

 

 

 

 

※ 終了する場合は、［ログアウト］をクリックして終了してください。 

※ ヨミダスは、2 アクセスの契約数のため、利用ができない場合は 

時間をおいて再度アクセスしてみてください。 
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11．おすすめデータベース 

 

11-1．＜JapanKnowledge（ジャパンナレッジ）＞ 

（学外からの利用は、p.41 を参照） 

  80 以上の辞書や事典を横断検索できます。百科事典や国語辞典、用語事典、 

各言語辞典のほか日本古典文学全集も全巻本文を読むことができます。  

   

  1）図書館トップページ［調べる・探す］‐［辞書・事典］- 

［JapanKnowledge］をクリックします。 

 

 

2）画面中央の［ログイン］をクリックします。 
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<JapanKnowledge の主な収録コンテンツ> 

 以下の各コンテンツは、「詳細（個別）検索」のプルダウンより選択してください。 

 

 

【日本大百科全書】 

日本大百科全書の全 26巻にわたる内容を網羅しています。 

項目によっては、日本大百科全書内の関連項目へのリンクや項目に関する「参考文献」

が画面右側に収録されています。 

 

（『日本大百科全書』の「聖書」を調べた画面） 
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【日本国語大辞典】 

我が国最大の国語辞典である日本国語大辞典全 13巻の内容を網羅しています。 

言葉の成り立ち、意味や用法の変遷、言葉の歴史など国語学や国文学に留まらず、様々

な分野の研究に役立つ辞典です。 

 

（『日本国語大辞典』で「清泉」を調べた画面） 

【現代用語の基礎知識】 

「現代用語の基礎知識」は、今を読み解くための時事用語や流行語を、各ジャンルか

ら精選し、解説した現代用語事典です。 

国際情勢や経済・政治・福祉・行政など日本の難局を明解に解説する専門知識・基礎

語のみならず、文化・芸術・科学・流行語・トリビアまで幅広くピックアップしてい

ます。 

 

（『現代用語の基礎知識』で「オンライン診療」を調べた画面） 
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【日本古典文学全集】 

記紀・萬葉などの古代文学から、源氏物語などの中古文学、平家物語などの中世文学、

近松・西鶴などの近世文学まで、日本人としてぜひ読んでおきたい珠玉の名作をバラ

ンスよく選び、88巻に収めた全集です。 

 

（『日本古典文学全集』の中の『源氏物語』を「あはれ」で検索した画面） 

 

  ※『日本古典文学全集』の応用的な利用法（異なる作品の中での「ことば」比較） 

 

  『うつほ物語』と『源氏物語』の中で「泣」という字が、どのような場面で使

われているかを一覧で比較して見ることができます。 
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11-2．＜東洋経済デジタルコンテンツライブラリー＞ 

（学外からの利用は、p.41 を参照） 

  就職四季報・女子版や会社四季報、週刊東洋経済など東洋経済新報社の 

コンテンツを横断検索や個別に検索することができます。 

 

1）図書館トップページ［調べる・探す］‐［就活関連情報］‐ 

 [東洋経済デジタルコンテンツライブラリー] をクリックします。 

 

 

〔利用方法〕 

● 会社検索 

       就職四季報・女子版や会社四季報、会社四季報 未上場会社版など就職情報 

企業に関連する情報誌 16誌の横断検索を行うことができます。 

「媒体を選択」で、情報誌を絞り込むこともできます。 

● 雑誌個別検索 

    東洋経済 DCL に収録された 33誌の最新号の内容を一覧することができます。  

 ● 就活企業サーチ 

会社名を知らなくても、業種、売上高、従業員数、採用実績人数から特定の 

業種の企業を絞り込むことができます。 

 絞り込んだ企業は、［媒体］欄の会社四季報や就職四季報で、企業情報や 

 就職情報を収集することができます。 

※ 終了する場合は、[ログアウト]をクリックして終了してください。 
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11-3．＜日経バリューサーチ（日本経済新聞データベース）＞ 

（学外からの利用は、p.41 を参照） 

    2000 年以降の日本経済新聞の記事検索のはじめ、業界の市場動向や 

    競合状況のほか、同じ業界の企業比較などを調べることができます。 

 

1）図書館トップページ［調べる・探す］‐［就活関連情報］‐ [日経バリューサーチ] を

クリックします。 

※ ログインして、[記事・レポート検索]‐[ニュース記事・雑誌]をクリックします 

 

「(c)日本経済新聞デジタルメディア」 

※ [企業] - [業界分類から] ‐ [生活] ‐ [日用品・生活用品] ‐  

[化粧品・スキンケア]を検索した画面 

 

 

※ 終了する場合は、右上部の［ログアウト］をクリックして終了してください。 

※ 日経バリューサーチは、3 アクセスの契約数のため、利用ができない場合は 

時間をおいて再度アクセスしてみてください。 
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12．Seisen Search 

（学外からの利用は、p.41 を参照） 

 Seisen Search とは、本学で契約している事辞典や新聞記事のほか 

CiNii などに掲載されている本や雑誌、その他様々な電子資料などを 

 まとめて検索することができるサービスです。学外からの利用が可能です。 

 

【学内から利用の場合】 

1）図書館トップページの［Seisen Search］タブをクリックします。 

 
 

2）検索結果一覧の画面が表示されます。 

  学内にある資料は、[請求記号・所在]を表示し、クリックすると、 

図書館の OPAC 画面で貸出状況等を確認することができます。 

 

 

〔絞り込み機能について〕 

● 本文あり ・・・ 全文が読める電子ブックや本文を閲覧できる論文に絞り込むことができます。 

● 学術文献（査読論文など） ・・・ 学術雑誌へ掲載された論文に絞り込むことができます。 

● 図書館カタログ ・・・ 本学図書館で所蔵している本や雑誌に絞り込むことができます。 

● オープンアクセス ・・・ 本文が一般に公開されている論文に絞り込むことができます。 

● 学内提供サービス以外を追加 ・・・ 本学で契約していない資料を含みます。本学に所蔵の 

ない資料を入手したい場合は、カウンターにご相談ください。  

ここに検索語を入力し 

検索します 
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13．学外からのデータベースの利用方法 

 

図書館が契約している有用なデータベースを、自宅やスマートフォンからも利用できる

環境を提供しています。 

以下の手順を参考に、便利なデータベースを、いつでも利用したい時に活用してください。 

 

1) 学外からのアクセスは、図書館トップページ下部の 

［学外からの電子ブック・データベースの利用はこちら］から入ります。 

 
 

2）学外アクセスは、MyLOFT というアプリを利用しています。 

  初めて利用する際は、［MyLOFT の利用方法］ページを必ず読んでから利用してください。 

  ※MyLOFT は、Google Chrome 以外のブラウザでは利用できません。 

 

※スマートフォンから利用する場合は、アプリを各ストアからインストールしてください。 

 Android 端末 → Google Play 

 Apple 端末   → App Store  
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14．著作権について 

 

 みなさんは、大学生活に限らず、様々な生活の場面で、著作権に関することに知らず知

らずのうちに、触れていることと思います。 

 例えば、“好きな音楽を聴く”という行為ひとつとっても、違法なサイトからダウンロー

ドをしたり、友達がダウンロードした曲をコピーするような行為は、著作権法という法律

に触れる行為となります。 

 このように身近なところで、著作権はみなさんの周りを取り巻いています。 

 

  ここでは、著作権の基本的な考え方と大学生活において知っておきたい著作権について 

説明します。 

 

著作権とは … 著作者が創作した著作物に対して持つ権利であり、財産でもあります。 

        誰かが何かを独自に作成した場合は、大抵著作権という権利が発生する 

        と考えてください。 

   

  例えば） 

   楽曲・映画・写真・絵画・小説・詩・PC ソフト・Web ページなど．．． 

 

                
 

 

これらの著作物は、著作権を持っている人がいます！ 

 

 

 

 

     

    著作権は創作物を作成した人が持つ大切な権利・財産です。 

    また著作権は世界各国で共通に保護されています。 

 

   他の方が作成したものを利用する際は、常に著作権を念頭に置きましょう！ 
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【著作権との付き合い方】 

   

 ＜レポートや論文の作成の場合＞ 

  レポートや論文を作成する際に、他人の文章や論文などを参考にする場合、引用※の  

  範囲内であれば著作者の許諾を得ることなく利用することができます。ただし、 

  引用の範囲を超えた場合は「転載」となり、著作者の許諾が必要となります。 

  この場合の他人の文章や論文などとは、印刷物に限らずウェブ上で公開されている 

ものも含みます。また引用をおこなった場合、その「出典」を明らかにしなければな 

  りません。 

    

 ※引用とは 

参照などの目的で自分の著作物に、他人の著作物の一部分を採録する 

ことを言います。 

そこでは自分の意見が「主」で、引用部は「従」でなければなりません。 

 

     

レポートや卒業論文を書く際は、参考とした資料の記載が必須となります。 

    

  

▶ 著作物を引用する場合や引用・参照した文献リストの 

作成については、『レポート・論文の書き方ガイド』 をご覧ください。 

   

 

   

 

 

 

 

 

※ レポート・論文作成で困ったときは 

図書館では、レポートや論文の作成をはじめとしたライティング全般についての 

相談を受け付けるライティングアドバイザーがいます。 

文章作成で困った時は、ライティングアドバイザーに相談してください。 
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 ＜図書館と著作権＞ 

  図書館は、著作権法に基づき、利用者に資料の一部分の複製を提供することができま 

  す。ただし、定期刊行物（雑誌や新聞）の最新号や資料の半分を超える複製は許可さ 

れていません。また、図書館に設置されているコピー機は、上記の複製のために設置 

されているので、図書館の資料を複写する以外の目的で使用することも禁止されてい 

ます。（授業のノートなど図書館の資料以外のコピーはできません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜著作権を詳しく知るには…＞ 

  著作権を知るための資料は、図書館にもたくさんありますし、ウェブ上でも公開され 

  ています。ぜひ一度ご自身で確認してみてください。 

 

 

【参考文献】 

  『著作権がよ〜くわかる本』横溝昇 [ほか]，秀和システム，2016 

［所蔵情報］  所在：1F 開架 請求記号：021.2/C54 

  『18 歳の著作権入門』福井健策，筑摩書房，2015 

［所蔵情報］  所在：2F 新書 請求記号：新/021.2/F76 

  『正しいコピペのすすめ : 模倣、創造、著作権と私たち』宮武久佳，岩波書店，2017 

［所蔵情報］  所在：2F 新書 請求記号：新/021.2/Mi85 

【参考サイト】 

  公益社団法人著作権情報センター「著作権って何？（はじめての著作権講座 ）」 

  ＜https://www.cric.or.jp/qa/hajime/＞（2025 年 2 月 28 日参照） 

  「大学図書館における著作権問題 Q＆A（第 10 版）」 

（国公私立大学図書館協力委員会大学図書館著作権検討委員会作成） 

＜https://julib.jp/wp-content/uploads/2025/02/copyrightQA_v10.pdf＞  

    （2025 年 2 月 3 日作成） 
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15．レファレンスサービス 

 

  レファレンスサービスとは… 

        みなさんが、ある事柄を調べていこうとする段階で生じた疑問や質問に対して、

図書館スタッフが調査を支援するサービスのことです。 

  

例えば） 

  探している本がどこにあるのかわからない！ 

  読みたい論文が清泉には無いみたいだけど、どうしよう？ 

  キリスト教の歴史について調べたいけど調べ方がわからない。 

  古い新聞記事を読みたいけど、どうやったら読めるの？  etc. 

          

             “どんな小さな質問でもＯＫです” 

 

    

 

図書館を利用する際に生じた様々な疑問・質問は、そのままにせず 

スタッフにお気軽にお尋ねください。 

 

 図書館ホームページの＜問い合わせ＞からも受付けています。 

 

 また、下記のサービスもカウンターで申し込みができます。 

 他大学図書館への紹介状の発行 

 他大学から本を借りる（現物貸借） 

 論文を複写してもらう（文献複写） 
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付録．図書館からのお薦め本 
<大学生活の入門書> 

『大学生学びのハンドブック 3 訂版』  世界思想社編集部編，世界思想社，2015 

［所蔵情報］  所在：B1F 開架 請求記号：377.15/Se22 

  ［内容］ 

  時間割の組み方やノートの取り方など、大学生活を始めるにあたって必要最低限の 

ことが、図解入りで分かりやすく記述されています。 

『大学生学びのハンドブック 4 訂版』  世界思想社編集部編，世界思想社，2018 

   ［所蔵情報］  Maruzen eBook Library （電子ブック）に収録 

  ※ 電子ブックの使い方は、p.14 を参照 

『改訂版 知のツールボックス』  専修大学出版企画委員会編，専修大学出版局，2009 

［所蔵情報］  所在：B1F 開架 請求記号：377.15/Se73 

  ［内容］ 授業内容からレポートの書き方まで、分かりやすく記述されています。 

 『新・知のツールボックス』  専修大学出版企画委員会編，専修大学出版局，2018 

  ［所蔵情報］  Maruzen eBook Library （電子ブック）に収録 

  ※ 電子ブックの使い方は、p.14 を参照 

 

<情報探索のための文献> 

『実践 自分で調べる技術』  宮内泰介, 上田昌文著，岩波書店，2020 

［所蔵情報］  所在：2F 新書 請求記号：新/002.7/Mi86 

  ［内容］ 

  論文や本、新聞記事、統計等文献の探し方からフィールドワークの手法、 

収集した文献のまとめ方まで、社会科学分野調査の入門書です。 

『文献調査法 : 調査・レポート・論文作成必携 : 情報リテラシー読本』  毛利和弘， 

DB ジャパン編，2021，第 9 版 

［所蔵情報］  所在：1F 開架 請求記号：015.2/Mo45 

［内容］ 

様々な文献の探し方が目的別に掲載されています。 

また各参考資料の実例が紹介されていて、説明も付与されています。 
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<レポート作成のための文献> 

『レポートの組み立て方』  木下是雄，筑摩書房，1994 

  ［所蔵情報］  所在：1F レポート論文関連図書 請求記号：文 6/2J/き 2-1a，2-1b 

  ［内容］ 

  レポートはどう書くべきかという点、特に多くの方が混同しがちな「事実と意見の区

別」を分かりやすく説明しています。 

『レポート・論文の書き方入門』  河野哲也，慶應義塾大学出版会，2018，第 4 版 

  ［所蔵情報］  所在：1F レポート論文関連図書 請求記号：816.5/Ko76 

［所蔵情報］  Maruzen eBook Library （電子ブック）に収録 

  ※ 電子ブックの使い方は、p.14 を参照 

  ［内容］ 

  レポートを書くための練習法からレポートの要件・構成まで、人文社会科学分野 

  の学生向けに書かれた本です。見本レポートも掲載されています。
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